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　１月15日、村内で小正月行事が
行われ、役場前ではどんと焼きや大
黒舞の披露、だんごしば（みずきだ
んご）の飾りつけなどが行われまし
た。園児たちは、心を込めて丁寧に
飾りつけを行いました。

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

議会だより



新年のご挨拶
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　　

「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
八
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

ハ
ー
ド
面
の
復
興
に
つ
い
て
は
概
ね
目
処
が
立
ち
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
問
題
や
雇
用
の
場
の
確
保
、
定
住
対
策
な
ど
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
村
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
認
識
し
、
直
面
す
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
が
「
災
害
の
な
い
、
事
故
の
な
い
、
穏
や
か
な
年
」

で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

野
田
村
議
会
議
長　
　

貮
又　

正
人



村
道
﹁
野
里
袋
線
﹂
認
定

　

12
月
定
例
会
で
村
道
認
定
に

関
す
る
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
北

区
で
、
名
称
は
道
路
の
起
点
と

終
点
の
小
字
か
ら
「
野
里
袋
線
」

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
生
活

道
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
災

害
時
の
避
難
路
と
し
て
の
活
用

も
見
込
ま
れ
ま
す
。

長
峯
教
育
委
員
の　

　
　
　

再
任
に
同
意

　

平
成
31
年
１
月
15
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

会
の
委
員
と
し
て
長
峯
幸
恵
氏

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
31
年
１
月

16
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

補
正
予
算
な
ど
計
７
議
案
を
審
議

一
般
会
計

補
正
予
算

６
５
２
９
万
円
増

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
歳
出

に
６
５
２
９
万
円
を
増
額
し
、

総
額
で
45
億
１
１
７
８
万
８
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
被
災
地
福
祉
灯

油
等
特
別
助
成
事
業
費
補
助
金

90
万
円
、
地
域
情
報
通
信
施
設

移
転
補
償
費
９
５
６
万
円
な
ど

増
額
。
歳
出
で
は
、
地
域
情
報

通
信
移
転
補
償
費
、
福
祉
灯

油
購
入
助
成
事
業
１
８
０
万
円

の
ほ
か
観
光
施
設
修
繕
経
費

２
５
０
万
円
な
ど
を
増
額
し
ま

し
た
。

観
光
施
設
の
修
繕
内
容
は

問　

観
光
施
設
修
繕
経
費
の
内

容
は
。

答　

観
光
物
産
館
の
屋
内
ト
イ

レ
と
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
の
和
式

ト
イ
レ
の
一
部
を
洋
式
化
す
る

も
の
。

ト
イ
レ
個
室
内
へ
の　
　
　

　

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
の
整
備
は

問　

観
光
施
設
の
ト
イ
レ
個
室

内
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
設
置
す

る
考
え
は
。

答　

ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
現
時

点
で
は
設
置
し
な
い
方
向
だ
が
、

仮
に
設
置
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

補
正
予
算
な
ど
計
７
議
案
を
審
議

12 月
定 例 会

　

12
月
定
例
会
︵
第
14
回
︶
は
、
12
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
の
審
議
の
ほ
か
、
議
会
改
革
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
、
調
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
議
員

定
数
は
現
状
の
12
人
と
す
べ
き
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
員
定
数
を
10
人
に
削
減
す
る
改
正
条
例

案
が
発
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
反
対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

利用者の利便性の向上のため早期の整備が望まれます

議会だより　のだ　№ 146 －③



議
員
定
数 

現
状
12
を
維
持

議会だより　のだ　№ 146 －④

特
別
委
員
長
報
告

﹁
定
数
維
持
す
べ
き
﹂

　

平
成
28
年
８
月
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
会
改
革
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
（
廣
内
和
之

委
員
長
、
委
員
10
名
＝
議
長
を

除
く
）
に
議
員
定
数
に
関
す
る

調
査
を
付
託
し
、
調
査
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
現
状
維
持
と

削
減
の
２
つ
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
表
決
の
結
果
、
現
状

維
持
が
多
数
を
占
め
、
委
員
会

の
意
見
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

定
数
10
人
と
す
る

　

改
正
発
議
案
提
出

　

本
会
議
で
、
特
別
委
員
長
か

ら
調
査
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ

た
後
、
八
幡
文
耕
議
員
か
ら
議

員
定
数
を
現
状
12
人
か
ら
10
人

に
削
減
し
よ
う
と
す
る
改
正

条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
討
論
を

行
っ
た
後
、
採
決
を
行
い
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
４
人
、

反
対
７
人
の
反
対
多
数
に
よ
り

否
決
し
ま
し
た
。

発
議
案
の
内
容

議
案
名

　

 

野
田
村
議
会
の
議
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

発
議
案
提
出
者

　

八
幡
文
耕
議
員

議
案
内
容

議
員
定
数
を
現
状
の
12
人
か

ら
10
人
に
削
減
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

提
案
の
理
由

　

 

人
件
費
を
は
じ
め
と
す
る
財

政
運
営
及
び
村
民
の
意
見
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
と
こ

ろ
議
員
定
数
の
削
減
が
必
要

で
あ
る
た
め
。

反
対
討
論

米
田
忠
一
議
員

　

議
員
定
数
を
減
じ
る
こ
と
が

必
ず
し
も
議
会
改
革
で
は
な
い
。

議
員
は
住
民
の
代
表
と
し
て
、

様
々
な
考
え
方
で
議
論
し
、
諸

課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
な
る

べ
く
多
く
の
人
の
参
画
が
必
要

で
あ
る
。
議
員
は
地
域
を
代
表

し
て
い
る
と
い
う
側
面
も
ま
だ

ま
だ
否
定
出
来
な
い
。
本
村
議

会
で
は
現
在
、
広
報
委
員
会
を

設
置
し
、
見
や
す
く
読
ん
で
も

ら
え
る
広
報
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
他
の

分
野
で
も
改
革
を
進
め
て
行
け

る
か
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
る
。
常
任
委
員
会
の
委
員
構

成
も
現
在
よ
り
少
な
く
な
れ
ば

困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
現
状
の
12
名
の
定

数
を
維
持
す
べ
き
と
考
え
、
反

対
討
論
と
す
る
。

≪野田村議会　議員定数・報酬の推移≫

施　行　日   議員定数（人）   議員報酬月額（円）
議　長 副議長 議　員

～ 平成 15 年１月１日 16 272,000 212,000 191,000　 平成 15 年１月１日 ～

14　 平成 16 年４月１日 ～ 268,000 210,000 190,000
　 平成 17 年４月１日 ～ 260,000 205,000 185,000
　 平成 18 年７月１日 ～ 246,000 194,000 175,000　 平成 19 年１月１日 ～ 現在 12

議
員
定
数 

現
状
12
を
維
持

定
数
を
減
ら
す
発
議
案
提
出
も
否
決

特 集
議員定数

　

12
月
定
例
会
で
は
、
議
員
定
数
に
関
し
て
激
し
い
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
改
革
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
長

か
ら
議
員
定
数
に
関
し
、
定
数
は
現
状
の
12
人
と
す
べ
き
と

の
報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
、
委
員
長
報
告
後
、
議
員
定
数
を

10
人
に
削
減
し
よ
う
と
す
る
改
正
条
例
案
が
発
議
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
反
対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。



－ 採決結果 －－ 採決結果 －

 否決 否決 否決反対多数により反対多数により反対多数により 否決 否決 否決
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村
民
の
中
に
確
か
に
議
員
が

多
す
ぎ
る
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
議
会
や
議
員
の
質
が
問

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

受
け
止
め
る
べ
き
だ
。
数
で
は

な
く
質
で
更
な
る
自
己
研
鑽
と

議
会
基
本
条
例
な
ど
、
議
会
改

革
の
活
性
化
な
ど
に
向
け
て
努

力
す
る
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
村

民
の
疑
問
に
答
え
て
い
く
、
期

待
に
応
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

地
方
自
治
は
、
住
民
か
ら
の
直

接
選
挙
で
選
ば
れ
た
首
長
と
住

民
の
代
表
で
あ
る
議
員
で
構
成

す
る
議
会
と
の
二
元
代
表
制
に

よ
る
も
の
で
、
議
会
は
執
行
機

関
に
対
し
て
規
範
と
監
視
、
政

策
立
案
と
政
策
提
言
な
ど
を
行

う
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
定
数

削
減
は
民
意
の
反
映
を
削
減
し
、

議
会
制
民
主
主
義
の
発
展
を
阻

害
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま

た
女
性
の
社
会
進
出
、
あ
る
い

は
若
い
世
代
も
含
め
、
現
役
子

育
て
世
代
な
ど
、
各
階
層
・
各

分
野
か
ら
議
会
が
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
こ
れ
以
上
の
削
減

は
、
議
会
へ
の
進
出
の
道
を
狭

め
る
事
に
も
な
り
、
住
民
の
自

治
権
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
定
数
を
10
に
し
た
近
隣
の

自
治
体
議
員
に
聞
い
た
と
き
、

減
ら
し
過
ぎ
た
と
後
悔
し
て
い

た
。
私
た
ち
は
地
方
自
治
体
の

末
端
の
議
員
と
し
て
住
民
と
直

接
結
び
つ
く
、
そ
う
い
う
機
能

を
豊
か
に
す
る
必
要
が
あ
れ
ば

こ
そ
、
減
ら
す
こ
と
は
、
言
っ

て
み
れ
ば
自
殺
行
為
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う

に
強
く
懸
念
し
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
反
対
討
論
と
す
る
。

※ 

討
論
内
容
は
一
部
抜
粋
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

反
対
討
論

宇
部
武
典
議
員

反　対
（１２人とすべき） 野

田
村
議
会
の
議
員
の
定
数
の　
　

　
　
　
　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛　成
（１０人とすべき）

宇　部　武　典

岩　岡　吉比古

内野澤　　　進

米　田　徳一郎

米　田　忠　一

小野寺　光　男

中　川　大　和

八　幡　文　耕

古　舘　幹　男

山　田　陽　子

廣　内　和　之

７人 ４人
※ 議長は採決に加わらない　　　
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11月臨時会
（11月１日）

議案番号 件名と主な内容 議決結果

議案第１号

野田村役場庁舎受電設備等災害復旧工事の請負契約の
締結に関し議決を求めることについて
⇒�役場の受電設備（キュービクル）の復旧工事を行う

ため、種市電工株式会社（洋野町）と請負契約を締

結するもの

可決
（賛成全員）

議案第２号

宇部川第５排水区ポンプ場建設（機械・電気）工事の
請負契約の締結に関し議決を求めることについて
⇒�宇部川（北区）の第５排水区ポンプ場の建設工事を

行うため、昱機電株式会社向洋電気事業所（盛岡

市）と請負契約を締結するもの

可決
（賛成全員）

12月定例会
（12月11日～14日）

議案番号 議案名及びその内容 議決結果

議案第１号
平成30年度野田村一般会計補正予算（第４号）
⇒�歳入歳出予算に６，５２９万円を追加し、予算総額４５億

　１，１７８万円とするもの

可決
（賛成全員）

議案第２号

平成30年度野田村公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号）
⇒�歳入歳出予算に９，００１万円を追加し、予算総額７億

　５，１２８万円とするもの

可決
（賛成全員）

議案第３号

野田村体育館屋根改修工事の請負契約の締結に関し議
決を求めることについて
⇒�村体育館の屋根の改修工事を行うため、株式会社小

山組（久慈市）と請負契約を締結するもの

可決
（賛成全員）

議案第４号

岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変
更の協議に関し議決を求めることについて
⇒�紫波、稗貫衛生処理組合が解散することに伴い、所

要の整備等を行うもの

可決
（賛成全員）

議案第５号
村道路線の認定に関し議決を求めることについて
⇒�新たに村道として「野里袋線」（北区）を認定する

もの

可決
（賛成全員）

議案第６号

教育委員会の委員の任命に関し議決を求めることにつ
いて
⇒�任期満了を迎える教育委員会の委員に長峯幸恵氏を

任命（再任）するもの

可決
（賛成全員）

発議案第１号
野田村議会の議員の定数を定める条例の一部を改正す
る条例
⇒議員定数を現状の１２人から１０人に削減するもの

否決
（反対多数）

村
政
を
問
う

～ 

一
般
質
問５人

が
登
壇 

～

米　田　徳一郎  議員
－ 中沢地区の農道改修は －

古　舘　幹　男  議員
－ 避難道路を点検すべき －

山　田　陽　子  議員
－ 小学校新築 なぜ現在地なのか －

中　川　大　和  議員
－ ﾌﾟﾚﾐｱﾑ商品券の経済効果は －

宇　部　武　典  議員
－ 住宅再建支援金の引き上げは －

議案内容と審議結果



中沢地区の農道改修は

村長　付設替えを基本に設計進める

問　

中
沢
地
区
の
農
道
改
修
の

内
容
と
そ
の
時
期
は
。

　

ま
た
、
高
潮
な
ど
で
通
行
止

め
に
な
る
県
道
野
田
長
内
線
の

迂
回
路
と
し
て
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
県
の
考
え
を
確
認
し
て

い
る
か
。

村
長　

中
沢
地
区
の
農
道
は
30

年
以
上
経
過
し
老
朽
化
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
側
溝
改
修
に
向

け
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。

改
修
は
側
溝
の
付
設
替
え
を
基

本
に
平
成
31
年
度
の
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。

　

迂
回
路
は
、
県
で
は
市
道
上

長
内
平
沢
線
、
市
道
川
原
屋
敷

線
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
を
想
定

し
て
い
る
よ
う
だ
。

問　

側
溝
改
修
は
、
部
分
的
な

も
の
か
、
そ
れ
と
も
道
路
面
や

縁
石
等
に
及
ぶ
も
の
か
問
う
。

　

ま
た
、
迂
回
路
は
、
実
態
の

あ
る
中
沢
線
を
県
に
対
し
強
く

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

村
長　

側
溝
改
修
を
基
本
に
施

工
し
縁
石
な
ど
は
地
域
住
民
や

関
係
者
と
協
議
し
て
進
め
る
。

　

迂
回
路
は
数
年
前
か
ら
県
に

対
し
要
望
し
て
い
る
が
、
現
段

階
で
は
難
し
い
と
い
う
の
が
県

か
ら
の
回
答
だ
。
県
が
想
定
す

る
市
道
ル
ー
ト
は
距
離
、
道
路

状
況
も
良
い
と
は
言
え
な
い
た

め
、
今
後
も
強
く
要
望
を
続
け

て
い
く
。

産
業
振
興
の
状
況
を
問
う

問　

今
年
度
の
施
政
方
針
で
示

し
た
産
業
振
興
施
策
の
成
果
と

課
題
、
新
年
度
予
算
に
向
け
た

施
策
と
展
望
を
問
う
。

①
農
業
振
興
に
つ
い
て
、
新
規

就
農
支
援
の
成
果
は
。

②
漁
業
振
興
に
つ
い
て
、
磯
焼

け
に
よ
る
磯
資
源
へ
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
が
村
の
対
応
と

支
援
は
。

村
長　

①
栽
培
技
術
や
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
の
習
得
、
ハ
ウ
ス
や
資

材
の
整
備
な
ど
を
関
係
機
関
と

連
携
し
支
援
し
て
お
り
、
本
年

度
は
菌
床
し
い
た
け
で
40
代
の

方
が
就
農
を
開
始
し
た
。
今
後

は
経
営
の
安
定
に
向
け
必
要
な

研
修
を
継
続
し
、
新
規
就
農
者

や
担
い
手
の
確
保
に
努
め
る
。

②
水
産
庁
で
は
磯
焼
け
対
策
全

国
協
議
会
や
調
査
委
託
等
を
実

施
し
、
新
し
い
知
見
を
取
り
入

れ
平
成
27
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
改
定
し
た
。
磯
焼
け
の
原
因

は
海
水
温
の
上
昇
に
よ
る
沿
岸

環
境
の
悪
化
に
よ
り
ウ
ニ
や
巻

貝
が
海
草
の
種
苗
を
食
べ
る
食

害
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず

は
野
田
村
漁
協
で
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
主
体
的
に
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
必
要

に
応
じ
て
支
援
し
て
い
く
。

仮
設
店
舗
の
運
用
状
況
と　

　
　
　
　
　
　

処
分
方
法
は

問　

自
立
再
建
者
等
と
の
公
平

性
を
重
視
し
、
期
限
到
来
後
の

利
用
は
有
償
で
、
そ
れ
以
外
の

場
合
は
解
体
撤
去
す
る
と
の
説

明
だ
が
、
そ
の
根
拠
、
前
例
と

の
整
合
性
、
他
市
町
村
の
事
例

を
含
め
た
見
解
を
問
う
。

村
長　

現
在
７
カ
所
の
仮
設
店

舗
に
10
事
業
者
が
入
居
し
て
い

る
が
、
本
年
度
末
で
供
用
を
終

了
す
る
。
入
居
中
の
事
業
者
は

本
設
再
建
の
予
定
が
な
く
、
事

業
継
続
を
希
望
す
る
事
業
者
の

う
ち
、
民
有
地
に
単
独
入
居
し

て
い
る
場
合
は
有
償
譲
渡
、
村

有
地
に
入
居
し
て
い
る
場
合
は

賃
貸
と
し
て
事
業
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
。
有
償
譲
渡
・

賃
貸
と
す
る
理
由
は
自
己
負
担

で
再
建
し
た
事
業
者
と
の
公
平

性
を
確
保
す
る
も
の
で
、
事
業

者
の
負
担
軽
減
に
は
十
分
配
慮

す
る
。
他
市
町
村
の
状
況
は
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き

供
用
を
廃
止
し
、
廃
止
後
の
取

り
扱
い
は
そ
の
市
町
村
の
再
建

状
況
で
判
断
さ
れ
て
い
る
。

【
そ
の
他
質
問
】

・�

風
疹
撲
滅
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

・�

空
き
家
対
策
・
定
住
促
進

に
つ
い
て

米 田 徳一郎 議員

議会だより　のだ　№ 146 －⑦

機能強化に向けて、県に対して
強く要望することを望みます



古 舘　 幹 男 議員

議会だより　のだ　№ 146 －⑧

避難道路を点検すべき

村長　機会捉えて地域から意見を聞く

問　

災
害
時
の
避
難
場
所
は
高

台
に
あ
り
、
階
段
を
登
る
こ
と

に
な
る
が
、
年
配
の
方
、
歩
行

の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
階
段

を
利
用
す
る
こ
と
は
大
変
で
あ

り
、
手
す
り
が
必
要
な
所
も
あ

る
と
思
う
が
、
避
難
道
路
も
含

め
点
検
す
べ
き
で
は
。

村
長　

避
難
に
支
障
が
あ
る
よ

う
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
機
会

を
捉
え
、
地
域
か
ら
意
見
等
を

聞
く
。

問　

夏
場
と
冬
場
で
は
道
路
状

況
は
変
わ
る
た
め
、
状
況
を
把

握
し
て
い
く
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー

ル
を
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　

現
員
の
職
員
数
で
は
難

し
い
部
分
も
あ
る
が
、
職
員
内

で
の
情
報
共
有
も
進
め
て
行
き

た
い
。ド

ロ
ー
ン
の
活
用
は

問　

様
々
な
分
野
で
の
ド
ロ
ー

ン
の
利
活
用
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
広
域
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
は
。

村
長　

本
村
で
は
平
成
30
年
度

予
算
で
購
入
し
、
講
習
等
を
終

え
た
。
現
在
、
日
常
業
務
の
合

間
に
操
縦
技
術
の
向
上
に
励
ん

で
い
る
。
広
域
連
携
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
の
担
い
手
対
策
は

問　

漁
業
後
継
者
、
担
い
手
の

要
請
等
の
状
況
は
。

村
長　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
の
ほ
か
、
新
規
就
漁
の
補

助
制
度
も
あ
る
が
、
待
っ
て
る

だ
け
で
は
な
か
な
か
来
な
い
。

東
京
等
で
行
っ
て
い
る
就
労
支

援
フ
ェ
ア
等
で
、
漁
協
と
村
の

職
員
で
一
緒
に
出
掛
け
、
情
報

発
信
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

地
道
に
努
力
を
し
て
い
く
。

村
づ
く
り
の
展
望
を
問
う

問　

復
旧
、
復
興
事
業
の
目
途

が
つ
き
、
本
来
の
独
自
予
算
で

の
姿
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
れ

か
ら
の
野
田
村
は
、
こ
の
ま
ま

単
独
で
行
く
の
か
、
新
た
な
広

域
で
の
連
携
を
考
え
て
い
く
の

か
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長　

住
民
の
福
祉
向
上
を
第

一
に
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
に
考

え
て
い
く
。

問　

安
家
川
と
い
う
資
産
を
村

の
売
り
と
し
て
使
え
な
い
か
。

村
長　

安
家
川
に
限
ら
ず
、

様
々
な
自
然
資
源
や
観
光
資
源

が
あ
る
中
、
そ
れ
を
有
効
に
活

用
で
き
て
い
な
い
。
復
興
事
業

等
を
含
め
た
人
的
交
流
や
観
光

交
流
が
村
の
活
性
化
に
必
要
。

安
家
川
に
つ
い
て
は
、
漁
業
権

等
の
こ
と
も
あ
り
簡
単
に
は
言

え
な
い
が
、
村
全
体
の
中
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

中
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
で　

　
　

合
同
チ
ー
ム
の
考
え
は

問　

中
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
で

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
団
体

競
技
で
は
他
校
と
連
携
し
な
い

と
チ
ー
ム
が
組
め
な
い
状
況
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

生
徒
数
の
減
少
で
、

そ
れ
ぞ
れ
部
活
動
の
運
営
が
厳

い
状
況
と
認
識
し
て
お
り
、
本

村
に
限
ら
ず
、
大
会
出
場
の
た

め
他
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
を
編

成
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
合
同
チ
ー
ム
は
地
区
大
会

を
突
破
す
れ
ば
県
大
会
に
も
出

れ
る
た
め
、
生
徒
の
活
躍
の
場

を
広
げ
る
意
味
で
も
、
こ
の
地

域
で
は
大
事
だ
と
考
え
て
い

る
。
団
体
競
技
で
は
な
ん
と
か

部
員
を
確
保
し
な
が
ら
、
合
同

チ
ー
ム
で
も
大
会
に
出
場
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
質
問
】

・�

各
種
大
会
後
の
お
礼
状
に

つ
い
て

安心して使える避難路の整備が課題です



議会だより　のだ　№ 146 －⑨

小学校新築 なぜ現在地なのか

村長　素案づくりのため一つの案として示した

問　

野
田
小
学
校
新
築
整
備
計

画
に
お
い
て
、
検
討
会
を
立
ち

上
げ
11
月
に
小
学
校
の
保
護
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
よ

う
だ
が
、
時
期
は
適
当
か
。

教
育
長　

基
本
構
想
と
な
る
素

案
づ
く
り
の
た
め
、
検
討
会
で

協
議
し
こ
の
時
期
と
な
っ
た
。

問　

津
波
・
大
雨
等
の
災
害
や

防
犯
、
避
難
所
と
し
て
の
役
割

な
ど
を
総
合
的
に
考
え
た
場

合
、
白
紙
の
状
態
で
調
査
す
べ

き
で
は
。

村
長　

白
紙
で
あ
れ
ば
色
々
悩

む
と
思
う
の
で
、
そ
れ
な
り
の

考
え
を
持
ち
教
育
委
員
会
と
し

て
進
め
、
決
し
て
誘
導
す
る
よ

う
な
形
で
は
な
い
。

問　

検
討
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
。

教
育
長　

小
学
校
の
学
校
評
議

員
２
名
、
学
校
長
、
副
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
副
会
長
２
名
、

教
育
長
の
計
８
名
で
あ
る
。

問　

消
防
関
係
者
や
地
域
代
表

者
な
ど
も
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し

て
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

教
育
長　

様
々
な
方
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
を

広
げ
る
考
え
は
。

教
育
長　

素
案
を
ま
と
め
た

後
、
住
民
へ
示
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
得
て
い
く
。

保
育
士
の
受
け
入
れ
は

問　

来
年
度
の
保
育
士
の
受
け

入
れ
と
そ
の
対
応
策
は
。

村
長　

年
度
内
に
「
子
育
て
支

援
員
研
修
」
を
実
施
し
、
保
育

士
の
負
担
軽
減
を
図
り
安
全
安

心
な
保
育
環
境
を
確
保
し
、
保

育
会
と
協
力
し
て
保
育
士
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

　

子
育
て
支
援
員
の
配
置

　

保
育
補
助
者
の
向
上
と
保
育

士
の
勤
務
時
間
を
超
え
る
部
分

に
子
育
て
支
援
員
の
代
替
え
が

可
能
と
な
る
。

栄
養
士
不
在
へ
の
対
応
は

問　

栄
養
士
の
不
在
対
応
に
つ

い
て
、
来
年
度
の
対
応
は
。

村
長　

募
集
し
て
い
る
が
、
現

時
点
で
応
募
が
な
い
。
今
後
も

募
集
を
継
続
し
栄
養
士
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
室
内
へ
の　
　
　
　

　
　
　

エ
ア
コ
ン
整
備
を

問　

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
、
学
習
環
境
を
整
備
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

現
状
、
小
・
中
学
校

と
も
保
健
室
に
の
み
設
置
済
み

で
あ
る
。
今
回
、
国
に
小
学
校

の
１
・
２
年
生
教
室
に
設
置
を

要
望
し
て
お
り
、
可
能
で
あ
れ

ば
順
次
段
階
的
に
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
運
動
器
具
の
整
備
は

問　

人
生
１
０
０
年
時
代
、
健

康
寿
命
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

体
育
館
２
階
の
健
康
運
動
器
具

を
使
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
し

て
ほ
し
い
。

教
育
長　

現
状
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
劣
化
が
著
し
く
、
安
全

な
使
用
が
難
し
い
。

問　

軽
ス
ポ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
、
積
極
的
に
健
康
管

理
に
関
心
を
持
つ
村
民
が
増
え

て
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
必

要
性
も
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、

前
向
き
な
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

教
育
長　

役
場
内
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
も
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
の
整
備
に
つ
い
て
の

声
が
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

山 田　 陽 子 議員

広く意見を募集し、検討していく必要があります



中 川　 大 和 議員

議会だより　のだ　№ 146 －⑩

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ商品券の経済効果は

村長　村内事業所での購買誘導に有効

問　

村
か
ら
の
助
成
を
受
け
発

行
し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
に
お
い
て
、
村
内
で
の
経
済

効
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

村
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

村
内
で
の
消
費
喚
起
、
村
外
へ

の
購
買
流
出
に
少
し
で
も
歯
止

め
を
か
け
る
目
的
で
行
っ
て
い

る
。
商
品
券
は
主
に
食
品
、
燃

料
、
飲
食
な
ど
の
小
売
・
飲
食

業
で
利
用
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
利

用
率
で
推
移
し
て
い
る
。

問　

今
年
度
、
複
数
回
に
分
け

て
発
行
し
た
こ
と
に
よ
り
購
入

で
き
な
か
っ
た
方
も
い
た
よ
う

だ
が
、
分
割
に
よ
る
商
品
券
発

行
に
至
っ
た
経
緯
は
。
ま
た
、

発
行
枚
数
を
増
や
す
検
討
を
し

て
は
ど
う
か
。

村
長　

従
来
は
年
１
回
冬
場
の

発
行
で
あ
っ
た
が
、
年
間
を
通

じ
て
プ
レ
ミ
ア
ム
効
果
を
演
出

す
る
た
め
、
複
数
回
に
分
け
て

発
行
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
１

回
あ
た
り
の
発
行
数
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
、
購
入
で
き
な

か
っ
た
方
も
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
発
行
形
態
等
に
つ

い
て
事
業
主
体
で
あ
る
商
工
会

と
と
も
に
検
証
し
な
が
ら
改
善

策
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ス
タ
ン
プ
事
業
へ
の
補
助
は

問　

商
工
会
の
ス
タ
ン
プ
事
業

に
お
い
て
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

機
器
導
入
補
助
の
検
討
は
。

村
長　

以
前
に
も
機
器
導
入
の

話
が
あ
り
商
工
会
で
検
討
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
事
業
者
負
担

が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
意

見
が
ま
と
ま
り
き
ら
ず
断
念
し

た
経
緯
が
あ
る
。
事
業
者
の
意

見
を
集
約
し
な
が
ら
、
事
業
導

入
を
し
た
い
と
な
れ
ば
、
様
々

な
補
助
の
検
討
を
行
っ
て
い

く
。

小
学
生
へ
の　
　
　
　
　
　

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は

問　

２
０
２
０
年
度
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ

れ
る
が
教
材
端
末
の
整
備
状
況

は
。

教
育
長　

現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
無
線
ラ
ン
環
境
と
併
せ

て
小
学
校
に
35
台
、
中
学
校
に

40
台
整
備
さ
れ
て
お
り
、
校
舎

内
で
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に

対
応
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

問　

教
育
の
多
様
化
に
よ
り
教

員
の
多
忙
化
へ
の
対
応
は
。

教
育
長　

多
忙
化
に
つ
い
て

は
、
学
校
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
支
援
員
の
配
置
の

ほ
か
、
部
活
動
方
針
の
策
定
、

時
間
外
勤
務
の
実
態
把
握
を
行

い
な
が
ら
長
時
間
労
働
の
軽
減

に
努
め
て
い
く
。

村内事業所を積極的に利用していただくことで
村の経済の活性化に繋がります
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住宅再建支援金の引き上げは

村長　増額に向け継続して要望する

問　

住
宅
建
築
費
は
震
災
後
、

約
20
％
上
昇
し
、
30
坪
の
家
を

建
て
れ
ば
２
９
１
万
円
の
負
担

増
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
支
援

金
の
３
０
０
万
円
は
飛
ん
で
し

ま
う
。
支
援
金
を
５
０
０
万
円

へ
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
。

村
長　

現
行
の
制
度
で
は
効
果

が
十
分
と
は
言
え
ず
、
増
額
を

図
る
よ
う
今
後
も
要
望
を
継
続

し
て
い
く
。

問　

災
害
公
営
住
宅
家
賃
は
６

年
目
か
ら
引
き
上
げ
に
な
る
が

軽
減
策
は
。

村
長　

低
所
得
者
に
向
け
た
県

の
減
免
基
準
に
準
拠
し
た
減
免

を
行
っ
て
い
る
。

仮
設
店
舗
の　
　
　

　
　
　

活
用
方
針
は

問　

仮
設
店
舗
の
無
償
譲
渡
を

避
け
た
理
由
は
「
自
立
再
建
し

た
業
者
と
今
後
賃
貸
借
予
定
業

者
と
の
負
担
の
公
平
」
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
無
償
譲
渡
に
踏

み
切
っ
た
陸
前
高
田
市
で
は
不

公
平
と
い
う
見
解
は
出
な
か
っ

た
聞
い
た
が
、
村
で
は
ど
の
よ

う
な
不
公
平
が
生
じ
る
の
か
。

村
長　

す
で
に
本
設
再
建
し
た

業
者
と
来
年
４
月
以
降
に
賃
貸

で
事
業
継
続
す
る
業
者
間
で
負

担
の
有
無
が
生
じ
な
い
よ
う
有

償
と
し
た
。

問　

仮
設
店
舗
の
使
用
期
限
を

平
成
32
年
度
ま
で
延
長
す
る
と

国
は
決
め
、
村
内
の
事
業
者
か

ら
も
退
去
期
限
の
延
長
を
望
む

声
が
あ
る
。
村
の
計
画
あ
り
き

で
は
な
く
、
被
災
者
の
意
向
を

採
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

今
回
の
延
長
は
区
画
整

理
事
業
な
ど
の
遅
れ
に
対
応
し

た
も
の
で
、
本
村
の
場
合
は
事

業
者
に
本
設
再
建
の
予
定
が
な

い
た
め
、
本
年
度
末
で
仮
設
店

舗
の
供
用
を
終
了
す
る
。

被
災
者
支
援
策　
　
　
　

　
　
　
　

周
知
徹
底
を　

問　

①
被
災
者
の
医
療
費
・
介

護
保
険
利
用
料
の
免
除 

②
被

災
地
福
祉
灯
油
助
成 

③
小
学

校
ま
で
の
医
療
費
現
物
給
付
化

の
被
災
者
支
援
策
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
村
民
に
広
報
す
る
べ

き
で
は
。

村
長　
「
広
報
の
だ
」
や
対
象

者
へ
の
通
知
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ

お
知
ら
せ
す
る
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

問　

国
保
事
業
の
広
域
化
で

40
％
の
世
帯
で
国
保
税
が
高
く

な
っ
た
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
出
し
で
負
担
軽
減
を
図
る
当

面
の
対
応
と
村
長
の
考
え
は
。

村
長　

公
費
負
担
の
拡
大
は
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
、
当
面
、

村
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
国
へ
要
望
す
る
。

学
校
教
育
を
問
う

問　

学
校
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

小
学
校
１
・
２
年
生

の
教
室
へ
の
設
置
を
要
望
し
て

お
り
、
順
次
整
備
し
た
い
。

村
長　

保
育
所
な
ど
は
設
置
済

み
で
、
こ
と
ぶ
き
荘
は
一
部
設

置
と
の
こ
と
。

問　

就
学
援
助
基
準
・
修
学
旅

行
費
用
の
事
前
支
給
は
。

教
育
長　

生
活
保
護
基
準
の
引

き
下
げ
に
連
動
せ
ず
従
前
ど
お

り
対
象
に
す
る
。
毎
月
積
み
立

て
て
い
る
の
で
事
前
支
給
の
必

要
性
は
低
い
。

問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
。

教
育
長　

無
償
化
は
考
え
て
い

な
い
。
地
元
食
材
を
取
り
入
れ

た
給
食
に
し
た
い
。

【
そ
の
他
質
問
】

・
漁
業
法
改
悪
に
反
対
を

　

・
消
費
税
増
税
に
反
対
を

宇 部　 武 典 議員

子育てにやさしい村の実現に向けて
教育・学習環境の向上も必要です



９月 
　　１日　米田部落会二百十日祭・・・・・・・・・副議長

　　２日　上明内地区二百十日祭・・・・・・・・・議　長

　　５日　知事を囲む懇談会（盛岡市）・・・・・・議　長

　　14日　野田村敬老会・・・・・・・・・・・・・全議員

　　19日　特別養護老人ホーム結の里敬老会・・・・副議長

　　20日　ことぶき荘長寿を祝う会・・・・・・・・議　長

　　26日　岩手県町村議会議長会定例理事会臨時

　　　　　総会及び政務調査会（盛岡市）・・・・・議　長

　　28日　町村議会議員シンポジウム（盛岡市）・・議員３名

　　28日　村シルバースポーツ大会・・・・・・・・議員８名

10月 
１～４日　北部地区町村議会議長会視察研修会

　　　　　（東京都）・・・・・・・・・・・・・・議　長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副議長

17～19日　岩手県町村議会議長会政務調査会研修会

　　　　　（京都府）・・・・・・・・・・・・・・議　長

　　26日　全国漁港漁場大会（大阪府）・・・・・・副議長

　　26日　東日本大震災支援に対する御礼訪問

　　　　　（愛知県）・・・・・・・・・・・・・・副議長

議　会　の　動　き

　

穏
や
か
に
明
け
た
新
年
で
し
た

が
、
雪
は
ほ
と
ん
ど
降
ら
ず
、
異

常
乾
燥
の
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
か
、
全
国
的
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

　

さ
て
、
広
報
が
で
き
ま
し
た
の

で
お
届
け
し
ま
す
。
見
や
す
い
紙

面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す

が
、
お
気
づ
き
の
点
、
広
報
に
関

す
る
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

米
田
（
忠
）

11月 
８・９日　岩手県町村議会広報研修会（花巻市）・・議員３名

　　12日　県北広域振興圏市町村等研修会

　　　　　及び情報交換会（一戸町）・・・・・・・議　長

　　19日　地方議会活性化シンポジウム2018

　　　　　（東京都）・・・・・・・・・・・・・・議　長

　　20日　岩手県町村議会議長第３回定例理事会

　　　　　（東京都）・・・・・・・・・・・・・・議　長

　　20日　岩手県町村議会議長会第３回政務調査

　　　　　会及び衆議院議員永年勤続25年鈴木俊

　　　　　一先生を囲む会（東京都）・・・・・・・議　長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副議長

　　21日　岩手県町村議会議長会政務調査会研修

　　　　　会及び町村議会議長全国大会（東京都）・議　長

　　26日　国道281号整備促進期成同盟会要望活動

　　　　　（宮城県）・・・・・・・・・・・・・・議　長

　　27日　国道45号堀内地区道路工事安全祈願祭

　　　　　（普代村）・・・・・・・・・・・・・・議　長

　　29日　久慈地区市町村議会連絡協議会研修会

　　　　　（普代村）・・・・・・・・・・・・・・議　長
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TEL. 0194-78-2934  FAX. 0194-78-3995

【応募方法】
　 　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
一人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。

【応 募 先】
　　〒028-8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
　　ＦＡＸの場合は 0194-78-3995 まで

【締め切り】２月28日消印有効とします。

【当選発表】
　 　次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）を発表し

ます。

《問題》

　12月定例会で村道に認定された北区
地区の道路の名前は？

　　① 野田袋線

　　② 野里袋線

　　③ 城内袋線
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正解者の中から抽選で３名の方に 豪華景品をプレゼント！


